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第４号様式（第８条関係） 

 

議 事 録 

会議名 令和２年度第１回寒川町スポーツ推進審議会 

開催日時 令和２年８月３日(月)１３時３０分～１５時３０分 

開催場所 寒川町民センター 展示室２ 

出席者名、欠

席者名及び

傍聴者数 

《出席委員》 

浅野幸子、及川栄吉、三澤京子、大久保寧繙、伊藤フサ子

、塚原喜三、臼井浩美、坂本聡志、若林正雄 

《欠席委員》 

  八ツ橋美喜 

《事務局》健康子ども部健康・スポーツ課 

伊藤研（部長）、亀井正人（課長） 

門脇崇（スポーツ推進担当主査） 

中村誉朗（スポーツ推進担当主任主事） 

傍聴者２名  

議 題 

（１）令和元年度実績報告及び令和２年度事業予定について 

（２）第２次寒川町スポーツ推進計画（素案）について 

（３）町営プールの状況について 

（４）パンプトラックさむかわの利用状況について 

（５）フラットパークさむかわの利用状況について 

（６）スタート台建設について 

（７）【追加議題】さむかわ庭球場について 

（８）その他 

決定事項  

公開又は 

非公開の別 

 

公開 

非公開の場合その

理由（一部非公開

の場合を含む） 

 

 

議事の経過 

○ 開会 

 

〇 委嘱状交付式 

 

○ あいさつ  木村俊雄寒川町長 
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○ 自己紹介  委員及び事務局による自己紹介。 

 

○ 会長及び副会長の選出  

    委員の互選により、塚原喜三委員を会長、及川栄吉委員を 

副会長に選任。 

 

○ 議事録承認委員の指名  浅野委員、及川委員を指名。 

               

○ 議題 

（１）令和元年度実績報告及び令和２年度事業予定について 

 （資料番号１） 

【事務局】 

資料番号１により令和元年度寒川町スポーツ関係事業実績報告及び

令和元年度寒川町スポーツ関係事業予定表を説明。 

【塚原会長】 

 ありがとうございます。実績報告と事業予定表について今説明があり

ましたけれども、御意見、質問等ありましたらお願いします。 

【浅野委員】  

 先ほど説明いただきました５番のチャレンジデーの参加率：６６.

９％というのは三次市の数字なんですね。この文章を読むと、寒川町の

数字にみえますが。 

【事務局】 

 申し訳ございません。６６.９％は、三次市の参加率でございます。

６５.４％の訂正をお願いします。 

【及川副会長】 

 今年度の事業予定の関係で、今８番まで全部中止となっていますね。 

これから予定されているもので見ると、ビッグイベントはスポーツデ

イでしょうか。開催すると理解してよいですか。 

【事務局】 

 今までどおりのやり方は、難しいと思います。一同が集まって、開催

するのは難しい状況でございますので、やり方を分散型で考えていま

す。期間を長くして、いろいろなスポーツ施設を体験してもらう形で、

今、実行委員会の中で進めている状況でございます。昨年と同様に、１

つの会場を使って集まることはせず、スタンプラリーを考えています。 

幾つか施設を利用し、スタンプをためると記念品がもらえるような、
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そんな形で進めているところでございます。基本的には町の主催・共催

事業というのは中止の方向で、今言ったように、やり方を変えて、でき

るものだけ実施していくという形になります。 

【塚原会長】 

 スポーツデイについての説明がありました。実施内容について検討中

というところもあると思いますけれど、補足は特にいいですか。 

【事務局】 

 概要は今のとおりでございます。 

 

（２）第２次寒川町スポーツ推進計画（素案）について 

（資料番号２） 

【事務局】 

資料番号２により第２次寒川町スポーツ推進計画（素案）第１章から

第３章までを説明。 

【塚原会長】 

 事務局より全てではないですが、推進計画作成に当たってア

ンケート調査など、説明がありました。皆さんの手元には既に

資料が配られていると思いますので、今説明があったことも含

め、質問等があったらよろしくお願いします。 

【及川副会長】 

 何点かあるんですが、今説明があった中で、これまで、簡単

に過去１年間とか、お話があった。前回のスポーツ推進計画か

ら長いスパンで取っていただいたというので、また新たに  

出てきたと思うんですが、この４年間か５年、あるいは長いス

パンで見て、健康とか、触れ合えるスポーツとかいろいろ今お

話があったけど、具体的に数字的に当初の状況から、参加率と

か、参加人数かな、そういうものはいかがだったんでしょうか。

それと、健康というふうに見た場合は、５０代が少ないとか多

いとかどうこう、いろいろありましたけれども、健康促進から

見て、ちょっと別かもしれないけど、病気ですね。寒川の町民

の疾病率が下がったとか、上がったとか、そういう変化はこれ

まであったのでしょうか。 

【事務局】 

 前回の計画の目標、指標にしていたもので、それがスポーツ

を楽しむ人の割合が８５％。１年間１日当たり３０分以上の運

動やスポーツを行った日がありますかということで、８５％の



4 

 

指標にしておりました。今回の結果として、目標の達成はでき

ず６９.８％。今回、そういう結果になりまして、８５％ぐら

い達成ができなかった状況になります。 

【事務局】 

 すみません。この計画と疾病率については因果関係を持たせ

てなかったので、ここでは申し上げられませんが、うちの所管

のもう一つの担当のほうで元気プランというプランがござい

まして、そちらの健診であったりとか、予防接種であったりと

か、健康状態、状況をよくしていこうという計画がございまし

て、こちらのほうの数値があると思います。次回の中で御提供

できれば提供させていただければと思います。 

【及川副会長】 

 今なぜ申し上げたかというと、参加率という問題、健康・ス

ポーツ課というネーミングの考え方に健康というものが前面

に出ているような感じがしないですね。健康にするために、体

力保持するために、やはり運動は一番ベターだと思うんです

が、ひとつ健康促進という観点からすると、こういうスポーツ

は大事だと思うし、スポーツに対するいろいろな方々の動ける

場所、スポーツできる場所、そういう環境づくりも大事なのか

な思います。寒川町の人口は４万８,０００人いるんですから、

我々は本当に一部ですね。直接町民の方と携わるのは。であれ

ば、やはりもっと大きな視野で、参加率、スポーツに携わるよ

うな施策も必要かなという思いです。 

【塚原会長】 

 御意見ということでよろしいですね。 

【浅野委員】 

 １１ページなんですが、１１ページの１番目のところにスポ

ーツ少年団の右のところで、「未定」「未定」となっているん

ですが、現在は数字が出ておりますので、この資料をつくった

ときには出ていなかったんですが、今７月末、数字が出ていま

すので、入れていただけたらと思います。実際には７月末の段

階で１６８ですね。子ども達は、１６８だと思います。指導者

数は３６と４５だと思います。確認していただきたいと思いま

す。 

【事務局】 

 １１ページの上のところのスポーツ少年団の構成員が未定
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になっておりますが、数字が確定しまして、１６８人となりま

す。 

【塚原会長】 

 坂本委員より３０３３運動について、情報提供はございます

か。 

【坂本委員】 

 寒川町さんは積極的に県の施策を推進していただいて非常

にありがたいとまずお礼を申し上げたいと思います。計画にも

反映させていただいているので、非常にありがたいんです。 

 本年度、県民のスポーツの意識調査をやる予定だったのです

が、このコロナの関係で中止になって、延期になりました。 

その関係で、３０３３運動の認知度調査ができていません。

県の計画も本年度が計画の目途の中間の年なんですけれど 

も、そのための調査を行う予定だったんですが、それが今でき

ていません。我々の日常の活動の中では認知度は微増している

ぐらいの肌感覚なんですけれども、数値としてはきちっと把握

しておりません。ただ、県では、昨年度「Ｆｉｔ３０３３」と

いうことで、インフルエンサー、インスタグラム、ツイッター

など若者のＳＮＳを利用したもので人気のあるインフルエン

サーを３名ほど県でお願いしまして、こういう活動をしている

というものをちょっとした運動をやることが「Ｆｉｔ３０３３

なんですよ」ということで、１年間やってみました。 

ところが、今、ユーチューバーとか、それだけで子ども達の

憧れの職業になる時代ですけれども、思ったほど反響が少な

く、お金をかけても駄目なのか、もう少し反響があると思って

いたのですが、それほどでもなかったです。 

 我々としては、「３０３３運動」こちらの計画でも認知度は

上がったけど、それを知っていてやっているという人が増えて

いないというのは２０ページですが、知っていても実践してい

る率が低いということで書かれていますが、我々常々、３０３

３って何だ。運動そのものが３０３３運動というものがあるわ

けではなく、あくまでも概念なんです。 

「１日３０分、週３回、３か月やれば習慣がつきますよ。」

という、そういった推進をするための概念ですので、結局、運

動がいいというのは誰もが分かっていることで、それを３０３

３運動という言葉を使って、スポーツをやるように推進してい
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るわけです。けれども、そういうことを、言葉を知らなくても、

運動が体にいいのは分かっている。健康にいいことも分かって

いるので、実践している方は非常に多いと思います。ですから、

我々としては運動を実践していない人の理由というのが、仕

事、家事・育児が忙しくてというのは、まさに県の調査でも全

く一緒の傾向で、通勤の時間の中でとか、例えば階段を推奨し

て、エレベーターを使わない、エスカレーターを使わないとか、

そういったものをやっていただくようにお願いしています。 

あるいは職場でも、我々は当然やっておりますが、隙間スト

レッチということで、始業前、昼休み、就業後、お休み前とか、

ちょっとした隙間時間に運動する。あるいは家事をしていると

きに、これが運動なんだよというような、そういった考え方で

やれるものをどんどん普及させていくということで、今、我々

のホームページ、ウェブサイトのほうでも紹介して、努力して

おりますけれども、そもそも３０３３というものの認知度が足

りないんじゃないかというふうに言われています。ただ、９０

０万人を超える神奈川県民の中で今正確じゃないかもしれま

せんが、１割未満ですね。９％、９.何％だと思うんですけど、

それは前の認知度なんですけれども、９００万人を超える中で

１割近い人間が知っているというのは、統計学上は非常にすご

いことなんだということなんです。ですから、認知度は我々は

まだ足りないと思っていますけれども、統計学上はそれなりの

数字を得ているという評価も頂いておりますので、寒川町さん

のこの結果も決して低いものではないというふうに私として

は理解しております。我々が目指すところ、また、それぞれの

自治体で目指すところ、一緒だと思いますので、ぜひ引き続き

御協力いただければと思います。 

【塚原会長】 

 ありがとうございます。 

【若林委員】 

 新たにこの計画を８年計画を立てるということなので、全体

的にこの資料を見て非常にすばらしいことだと感じています

が、目標に対する数値化をできれば、及川副会長が言われてい

ましたが、例えばチャレンジデーの参加率というのは、数字だ

と推移が過去３年間とか、ずっとあるわけですね。寒川町がど

れだけ数字的に推移してきたかというのが数値化によって分



7 

 

かってくると思うので、前計画の３つの目標、支援体制充実と

か、「スポーツに親しめるきっかけとなる機会を提供します」

という言葉はすばらしいんですけれども、これを数値化した形

で追いかけられるようなシステムにしてもらうとよりいいか

なと思います。 

【事務局】 

 前計画までは大きなくくりで、全体的にスポーツに親しむ人

とか、週に何回という大きな目標しか設定しておりませんでし

たが、それではいろいろな状況が見切れないということで、４

つの施策に、後ほどまた説明しますが、細分化した中でそれぞ

れ目標数値を定めて、もっと見える形に改定しておりますの

で、後で説明する際に覚えておいていただければと思います。 

【若林委員】 

 例えば寒川東中学校の増減の数字で、はっきりみんな分かる

わけですね。テニスとか、卓球とか、いろいろな形がどう増減

しているか。これは３年間、数字を出してもらえればより明確

になってくるし、そういった意味で、先ほど言われたような対

応をしてもらえたらと思います。 

【塚原会長】 

 ほかによろしいですか。 

【浅野委員】 

 このアンケートは１６歳からと書いてありますよね。そうす

ると、まさにそれ以下の中学校の部はここにありますね。そう

すると、子どもの部分はどこで見るかと思ったんです。子ども

の部分、子どもの運動状況とか、その辺のところはどうやって

見たらいいのかなと思ったとき、ちょっとそこが弱いんじゃな

いかなと思ったのと、スポーツ少年団って少し数字は出ていま

すけど、子どもはどうなんだろうかという。さきほど及川委員

がおっしゃった大きな視点でという中では、今、子ども達はス

ポーツ塾や民間のスポーツ、有料のスポーツクラブとか、そう

いう形で運動している子もかなり出ていますね。町のこういう

組織の中でなくても。だから、子ども達の運動状況、もうちょ

っと何かコメントがあってもいいんじゃないかなと思いまし

た。町の組織に引っかかっている子だけでなく。実際に、ここ

数年、あっという間にスポーツ塾のようなものが、たくさん増

えていますね。町内の大会などを使ったりするわけですから、
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多分、生涯学習とも、生涯スポーツとも関係があると思うので、

子どもに視点を当てたページもあってもいいんじゃないかな

と思います。 

【事務局】 

 そうですね。今回は子どもを対象にアンケートというのは行

っていません。中学校の部活に関しては、教頭先生や校長先生

にお話を伺って、今回こうした形になりました。部活以外に生

徒がクラブチーム等に所属しているかどうかについては、先生

方は把握されていなかったので、工夫して、どうにか調べられ

るようにしたいと思います。 

【若林委員】 

 今、浅野委員が言われたこと、子どもも民間に行っていると

ころを把握するというのは今の状況では非常に難しいと思う

んですね。ただ、子ども達も小学生のこういう学校スポーツじ

ゃなくて、民間のところに行っている。スポーツジム、施設、

そういうところに例えば目立つようなところというか、大きく

やっているようなところだけでも、最初は人数把握したいんで

すけれども、報告してもらえますかみたいな感じで、少しずつ

そこら辺の人数も広げていく。今、ここだと全然それが出てき

てないわけだからね。その辺も含めて検討していただきたい。 

【事務局】 

 今回の計画にはスケジュール的に難しいと思いますので、見

直しが４年後にあります。その中で、今言われた御意見を参考

にして、できるだけ情報収集していきたい思います。子どもの

頃に好きになったスポーツというのは、多分、大人になっても

続けるという傾向があるかと思いますので、その辺の因果関係

も含めて、資料を収集できるようにというふうに考えてござい

ます。 

【若林委員】 

確かにここのところが非常に大事なところだと思うんです。

子どもは、例えば水泳教室にしても、サッカー教室にしても、

みんな民間でやられている。そこだけで数字把握で判断すると

いうのは、子どものそういったところを同時に吸い上げてもら

って、判断していくというような形で検討していくといいんじ

ゃないかというふうに思います。 

 



9 

 

【塚原会長】 

 ほかにございますか。 

【及川副会長】 

 １２ページ、あるいは１３ページのところで、施設の利用で

田端スポーツ公園がこの１０年の利用状況が大幅に削減して

いますね。あと、１８ページに体育館の一部ですが、増えてい

る競技というか、会場もありますけども、逆に減っているとい

うところも、利用状況が減っているんですが、これも１０年か

な。令和元年度と平成２２年度は１０年。１０年前と去年の比

較ですね。その間はありませんから、このマイナスの要件とい

うのは、１２ページに書かれた方針等は。それと１５ページで

すが、中学校の運動部活動の現状というふうにいろいろ具体的

にこういう問題というか、部活ができない、あるいは希望者が

いないとありますけども、これに対してこれからどうするかと

いうのは、さっき見たけど、具体策がないんですね。現状が分

かっていれば、中学生に対する部活指導者育成というような考

え方について教えてください。 

【事務局】 

 まず利用状況でございますけれども、体育館は私どもが所管

する施設ではありませんので、細かいことは分からないのです

が、田端スポーツ公園につきましては、平成２２年度当初は無

料の施設でありました。昨年の令和元年度につきましては、指

定管理ができて、有料となった後ですが、１０月の台風１９号

の影響で１か月以上閉鎖していました。それから、２月以降の

新型コロナウイルスの関係で施設を閉鎖したので、多分その影

響があると思います。減ったとしても少ない部分で、大きな減

はないと思っています。それから、部活動の関係でございます

が、いろいろクリアしなければいけない問題もございまして、

町としては地域総合型スポーツクラブの活用とか、その辺で学

校でできないスポーツについて補っていければいいなという

ふうに思っていますので、いろいろな問題等をクリアしなが

ら、そういった道に進めていければと良いと感じてございま

す。 

【及川副会長】 

 問題点ってどういう問題ですか。 
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【事務局】 

 教育現場とこちらの純粋にスポーツを推進していくという

部分で、いろいろな課題があって細かいことは今申し上げるこ

とはできませんが、その辺をちゃんとクリア、整理してからじ

ゃないと簡単には進めないという部分があります。 

【塚原会長】 

 中学校の部活動については、校長先生も代表でお見えになっ

ていますので、何か意見がありましたら後程ご意見をいただけ

ればと思います。 

【事務局】 

資料番号２により第２次寒川町スポーツ推進計画（素案）第

４章から第６章までを説明。 

【塚原会長】 

 前半のいろいろなアンケートを資料にした推進計画の展開

という形で、今示されました。具体的に先ほどあったように、

これをやりますじゃなくて、こういう目標でという話になって

いくと思いますけども、１つだけ。健康の「康」が「幸」にな

っていますね。今までは使われていないが、趣旨は。 

【事務局】 

 最近、よく使う場面があるんですけど、健康になって幸せに

なるということで「健幸」としました。 

【塚原会長】 

 字を見ればなるほどなと思うんだけど、一般的な人は字を間

違っているんじゃないかと思います。 

【事務局】  

 あえて使っているということです。 

【塚原会長】 

 その辺の趣旨がきちんと通っていかないと、文字ばかりが浮

かび上がってくるでしょうから、その点は気をつけたほうがい

いかなと思います。 

 では、皆さんのほうからご意見はありますか。 

【大久保委員】 

 今、説明のあったスポーツ環境の充実の欄でスポーツ施設の

年間利用者数が現状値と目標値と書いてあって、各施設の現状

値から１０％増したものを目標値に設定しましたということ

なんですけれども、８万１,７５０人の１０％といったらどう
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見ても１１万２２６人にはならないと思いますが、その点確認

したいと思って質問しました。 

【事務局】 

ここの目標値は、８万１,７５０人から単純に１０％かけた

ものではありません。それぞれ各施設の利用者数に１０％か

け、合計した数値です。 

【及川副会長】 

 スポーツ施設の充実と有効活用で、１つこれは要望ですが、

寒川総合体育館や川とのふれあい公園のスポーツ施設は、非常

にすばらしいと思うのですが、田端スポーツ公園や倉見スポー

ツ公園のトイレの改善をお願いしたいと思います。水道のほう

は、新型コロナウイルスの影響で整備されたようですが、倉見

スポーツ公園のトイレの整備をお願いできたらと思います。そ

れは要望です。 

 それと、今出た基本理念、方針等々ありますけれども、寒川

は、さっき冒頭に質問したんですが、健康・スポーツ、県も３

０３３運動となると、この趣旨は、寒川町の町民の健康を促進

するために、１つのツールとしてスポーツを利用してもらう。

利用してもらうから、参加者を高めていくというふうに理解し

てよろしいのか。 

【事務局】 

 小さい市町村の役割というのは、スポーツの競技力の向上で

はなくて、１人でも多くの方にスポーツを楽しんでもらう。そ

ういうのが一番の役割じゃないかと思っていますので、そうい

った計画ということになります。 

【及川副会長】 

 アスリートの関係で言うと１つの例でオリンピックが、書い

てありますが、オリンピックは１つの通過点で、畠山さんを町

で育成して、それこそ小学校１年から育てて、出た選手ではな

いですね。寒川町出身では、自転車に関わるものをここで強調

して書いて、宣言を出さなくてもよいのではないでしょうか。 

【事務局】 

 レベルの高いスポーツを見て、それに感動するとか、触発さ

れてスポーツをしてもらうというために、そういったトップア

スリートを活用していく、そういう意味合いで、今回、出させ

ていただきました。トップアスリートを育てるというよりも、
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トップアスリートを見ることによって、子ども達がやりたくな

る。それが一番の目的です。やはり子どもの頃に憧れた選手が

やるスポーツというのは、自分がやるようなときに、やりたく

なるという傾向が、私もそうですけど、昔、テニスの漫画を見

て、テニスをしたくなったとか、そういうのがありますので、

そのためにそれを生かしていく、そういう考え方でアスリート

というので出させていただいています。 

【及川副会長】 

 もう一つ、ホイールスポーツというのであれば、ホイールス

ポーツに関わる子ども達がいるクラブを育成していく環境を

作っていくのも大事だと思います。 

【事務局】 

 まず知ってもらって、やる人を増やして、団体として活動し

てもらう。そういう目的もございます。 

【及川委員】 

 今回、どこの地域に、あるいは学校単位や地域単位など具体

的に身近に感じる競技スポーツの育成を図っていきますと記

載したらどうか。 

【事務局】 

 まず、トップアスリートによる体験教室を開いていくという

のがそこに当たるかと思います。 

【浅野委員】 

 ２６ページで、体系図で、今度、子どものスポーツ活動の充

実とスポーツを通じた地域活性化というのを２つ、今回取り入

れたとおっしゃいました。前の計画になくて。子どものスポー

ツ活動の充実を入れていただくのはよかったなと思うので、な

おさら、前のところで、今の子ども達のスポーツの現状がどう

なっているかというところが弱いと説得力がないのではない

かと思いました。でも、これを取り上げていただいてよかった

なと思いました。 

【塚原会長】 

 ほかにありますか。 

【臼井委員】 

 中学校なんですけれども、スポーツに親しむという意味で

は、特にこの土曜日、日曜日もそうだったんですけれども、３

年生の最後の高校野球と同じような交流の引退試合のような
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ものが開かれて、改めてまたそういうところでも感じたのは、

実際にスポーツするという、運動する、競技をするというのも

とてもいいんですけれども、そこに応援に来る人たちもとても

健康という、幸せの字に関わるというんですかね。いいなとい

うふうに思うので、実際に体を動かさないと、それが反映され

ないというだけではなくて、何かスポーツを楽しんだというと

ころの中に応援するというところなんかもうまく盛り込まれ

ると、とても良いのではないのかと感じました。 

 あと、ちょっと話がそれるかもしれないんですけれども、運

動の指数というところがどこかにありましたが、自分なども１

日の中で、なかなか忙しいと確かに体を動かすというのは厳し

いんですけど、学校の中で、校舎の中で４階まで１日に何度も

何度も階段を昇ったり降りたりしていると、あえて意識してや

ったりするときなどもあるので、そんなのを運動指数みたいな

ことで考えられると、また楽しくなってきたりもするのかな

と。あれこれ話が行っちゃいますけれども、スポーツに親しむ

という、運動に親しむということを、学校の中で見ていると、

本当に子ども達は、スポーツに親しんでいるなと思うんですけ

れども、うまい形でこういう計画にも反映されるといいんじゃ

ないのかなという、そんな感じがしました。 

【坂本委員】 

 ２８ページの中学校運動部活動の関係は、指導者の、一番最

後の「望む活動が行えない生徒を支援する取組」とありますが、

これはどんなイメージの取組なんでしょうか。単純な指導者派

遣じゃないのかなと思いますけど、どういうイメージですか。 

【事務局】  

 部活動でやっていない種目の中に、総合型地域スポーツクラ

ブでは、やっていたりするものもあると思うので、そういった

場合は、クラブを紹介し、町が、かけ橋となるような取り組み

を行っていければと思います。 

【坂本委員】  

 ３４ページのこの会議の、３番目ですね。寒川町スポーツ推

進審議会のこの表記なんですけど、本当にこの内容で合ってい

るんですか。普通に読んだら、こんなことをやるのかなと思う

んです。これ、間違いじゃないんですか。何かのものと間違え

てないでしょうか。 
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【事務局】 

 訂正させていただきます。 

【塚原会長】 

 時間がかなりかかりましたので、１０分間、休憩を取りまし

ょう。１５時から再開します。 

（ 休  憩 ） 

【塚原会長】 

 １５時になりますので、再開させていただきます。それでは、

次の議題に移っていきたいと思います。議題（３）を事務局よ

りお願いします。 

 

（３）町営プールの状況について（資料番号３） 

【事務局】  

資料番号３により町営プールの状況についてを説明。 

【塚原会長】 

 町営プールの整備状況について、何か質問、御意見ありましたら。よ

ろしいでしょうか。これについての進捗状況については、後日、また説

明をいただく機会があろうかと思います。よろしくお願いします。 

 

（４）パンプトラックさむかわの利用状況について（資料番号４） 

【事務局】 

資料番号４によりパンプトラックさむかわの利用状況についてを説

明。 

【塚原会長】 

  利用状況について、活動状況、ＢＭＸ等も含めて、説明がありまし

たけれども。よろしいでしょうか。では、フラットパークさむかわにつ

いてをお願いします。 

（５）フラットパークさむかわの利用状況について 

（資料番号５） 

【事務局】 

資料番号５によりフラットパークさむかわの利用状況につ

いてを説明。 

【塚原会長】 

 フラットパークさむかわについての利用状況についてご質

問はありますか。 
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【及川委員】 

 今のフラットパークとその前のパンプトラックですが、両方

に関わるんですが、これはどちらも利用するのは個人で、指導

者という方は、いないのですか。 

【事務局】 

 さむかわ中央公園にありますパンプトラックについては、指

定管理者が管理して、個人利用と時間帯占用する団体利用２種

類ございます。指導者については、指定管理者で初心者には、

乗り方を教えながら利用してもらうという形です。フラットパ

ークについては、実際大会に出る方が、この運営管理をお願い

しますので、そちらで指導していただくような形となります。 

【及川委員】 

 フラットパークも指定管理ですか。 

【事務局】 

 指定管理ではないです。事業委託で、業務を委託しています。 

その業務の中で教室を開催していますが、個人利用がほとん

どです。 

【及川委員】 

 指定管理であれば、民間にお任せ。誰かしら、町に関わりを

持った人の指導者がいればいいのかなと思います。 

【事務局】 

 今後、利用者を増やして、先ほど申しました団体に来てもら

い、その中から指導者が出てくるようなことが望ましいと思い

ます。 

【及川委員】 

 将来を見込んでね。 

【事務局】 

 そうですね。 

そういった形で進めていければと良いと思っています。 

【塚原会長】 

 これは利用の頻度というか、町がもくろんでいたような人数

はどうなのか。あまり期待できてなかったのか。推移は、その

辺はまだ期間が短いので、何とも言えないと思うんですが、ど

うですか。 

【事務局】 

 徐々に増えてきているかなという中で新型コロナウイルス
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の関係で、活動が抑制された部分がありました。これが収まっ

てからどうかなという。今、人数制限とかありますので、その

辺でなかなか伸びが見えてない部分がありますけど、徐々には

浸透していくというようなイメージであります。 

【塚原会長】 

 収まってみないと何とも言えないけど、状況的にせっかくこ

ういうのがあまり地域に見られないいろいろなものが利用で

きるということで、何とか早く収まって定着してくれるといい

なと思います。よろしいでしょうか。 

 

（６）スタート台建設について（資料番号６） 

【事務局】 

資料番号６によりスタート台建設についてを説明。 

【大久保委員】 

 仮設ということは、いずれは撤去してしまうということですか。 

【事務局】 

 そうですね。 

【大久保委員】 

 オリンピックで、もし、メダルとか取ったら、練習していたなんてい

うことになりませんか。 

【事務局】 

 本来、競技用のスタート台は、８メートルです。スタート台は、高さ

４メートルあるんですけど、本番は、あの倍の高さからスタートすると

いう部分で、今回、ＢＭＸレーシングというのがスタートのコンマ何秒

のスタートで、ほぼ順位が決まるという、そういうことがあって、今回

スタートに特化したものということで、４メートルを設置したところで

ございます。 

【大久保委員】 

 一部とか残せないのですか。 

【事務局】 

 そうですね。一応、畠山選手がスイスへ渡航した後に解体という予定

でありますが、もし使い道があるようでしたら活用の方法もゼロではな

いということで、基本には解体ということですが、そういったことも検

討できればということでございます。 

 

 



17 

 

（７）【追加議題】さむかわ庭球場について（資料番号７） 

【事務局】 

資料番号７により【追加議題】さむかわ庭球場についてを説明。 

【塚原会長】 

 利用とか、それについては何ともまだ言えない。 

【事務局】 

 そうですね。できるだけ給食センターの整備に合わせて、あの一帯が

ずっと工事で、プール、給食センター、テニスコートと、工事が長い期

間行われる状態はなるべく避けたいと思いますので、給食センター整備

工事に合わせた形でできればと考えてございます。 

【塚原会長】 

 追加議題については、よろしいですか。 

 

（８）その他 

【事務局】 

田端スポーツ公園とパンプトラックさむかわについては指定管理者

を入れております。委員の改選がありましたので、外部委員として２名

の委員を選出していただきたいと思います。また、パンプトラックさむ

かわの外部委員は、シンコースポーツ寒川アリーナについてもモニタリ

ングをお願いします。なお、モニタリングについては９月と２月の年２

回ございます。 

所要時間は、１～２時間程です。 

【三澤委員】 

現在もシンコースポーツ寒川アリーナを利用しているので、今回もパ

ンプトラックとシンコースポーツ寒川アリーナの外部委員を立候補し

ます。 

【塚原会長】 

パンプトラックさむかわの外部委員は、三澤委員でよろしいでしょう

か。 

【委員】 

＜異議なし＞ 

【塚原会長】 

では、パンプトラックさむかわの外部委員は、三澤委員にお願いしま

す。 

田端スポーツ公園は、どなたかいらっしゃいますか。 
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【及川副会長】 

 私は田端スポーツ公園を利用しているので、私でよければ。 

【塚原会長】 

 では、及川委員でよろしいでしょうか。 

【事務局】 

ありがとうございます。 

それでは、三澤委員と及川委員ということでよろしくお願いします。 

 

○ 閉会 

【塚原会長】 

特に皆さんからご意見なければ副会長閉会のことばをお願いします。 

【及川副会長】 

本日は、長時間にわたりご審議いただきましてありがとうございま

す。 

以上で令和２年度第１回スポーツ推進審議会を閉会させていただき

ます。ありがとうございました。 
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